
頁

１．事業の位置付け

経済部　商業観光課
○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ ○ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
■ 受益者負担、補助額 高
■ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
■ 業務プロセス改善による効率化の方策
■ コスト削減の可能性 高
■ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
□ その他 低

成果指標①

指標名 入り込み客数 単位 人

説明・算定式 －

成果指標②

指標名 願かけ花火申込件数 単位 件

説明・算定式 －

450 470
418

活動指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成19年度

平塚八景である、湘南潮来、平塚砂丘夕映えの名所のＰＲ
とともに、市民参加による新たな花火大会が創出されてい
ます。

観光振興のため、市民の出資など市民参加による、にぎわ
いと魅力ある花火大会を開催します。

活動指標①

指標名 願かけ花火の周知手段数 単位 件

説明・算定式 花火大会ホームページ・広報ひらつか・自治会・商工だより・ＳＣＮ・ローカル紙

平成19年度
43

目標

目標

543実績

平成21年度

対象・受益者 湘南ひらつか花火大会実行委員会 事業期間
委託、協働

目的・目標 事業の概要

平塚市総合計画　第１次実施計画期間における実施計画事業の取り組み状況まとめ 1

事務事業名
事業担当

魅力ある花火大会開催事業

一時の楽しみではあるが、湘南ひらつかの夏の風物詩とし
て市民のニーズは高く必要です。

夏の風物詩として花火大会を開催することは、市民満足を
高めるに有効です。また、湘南地域の近隣市町と開催日を
調整して花火大会を開催しているため、地域全体のイメー
ジアップに寄与しています。

願掛け花火などを取り入れ、市民参加を増やし、花火大会
を開催することは、市民の郷土愛、満足、自覚を高めること
ができるため妥当です。

分析の視点

②〈熟　成〉　市民の豊かな暮らしに貢献できる産業として成熟させる
'02

○
○

420

事業種類

総合計画の
位置付け

'04 基本目標４　　活力とにぎわいに満ちたまち
'02

2 まちのにぎわいづくりに結びつく産業を展開する
根拠法令等

○
●
○

市民参加や市民出資（企業出資を含）を確保するとともに、
コスト面においても効率的に花火大会を開催することを進
めていくことが必要です。また、実施による経済効果を高め
る必要があります。

目標

実績

先の視点に関する分析・課題の抽出

●
○事

業

分

析

項目 総合評価

必要性

有効性

妥当性

効率性

●
○

●

6
平成20年度

平成20年度 平成21年度

141500141000140500目標

395 463

110000 130000 140000実績

平成19年度 平成20年度 平成21年度

実績

平成19年度 平成20年度 平成21年度



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ① ①

Ｂ Ｂ Ａ

主な取組と成果

平成１９年８月３日（金）１９時
から２０時３０分まで、湘南潮来
で開催した。カラーポスターＢ
３，５００部、プログラム１１
２，０００部作成し新聞折込を
行った。メディアランナーによる
広告などを行い、ＰＲ一般企業３
６４件で９，２４０，２７０円、
願掛け花火４１８件で７９６，６
００円の協賛金があった。打ち上
げ総数３，０００発で、強風によ
る影響もあったが１１０，０００
人の観客が訪れ、にぎわいと魅力
ある花火大会を開催することがで
きた。

ホームページや広報紙をはじめ、
ポスターの掲示、プログラムの新
聞折込等で花火大会の開催及び願
掛け花火のＰＲを行いました。ま
た、一般企業等からの協賛に対し
て、会場内に大型映像表示装置を
設置し、企業宣伝などを行い、協
賛するメリット等の充実に努めま
した。打ち上げ総数３，０００
発、１３０，０００人の見物客が
あり、にぎわいと魅力ある花火大
会を開催することができました。

７月３１日（金）に打ち上げ総数
３，０００発、１４０，０００人
の見物客があり、にぎわいと魅力
ある花火大会を開催することがで
きました。実施にあったっては、
ホームページや広報紙をはじめ、
ポスターの掲示、プログラムの新
聞折込等で花火大会の開催及び願
掛け花火のＰＲを行いました。ま
た、一般企業等からの協賛に対し
て、会場内に大型映像表示装置を
設置し、企業宣伝などを行い、協
賛するメリット等の充実に努めま
した。

検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開

－

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

2

進
捗
状
況

再任用　(人)
内
訳

人件費　(B)
フルコスト　(A+B)

遅れている
理由

：予定どおり
－ －

10,529
19,029

0
0

今後に向けた
課題

市民参加を更に活発化させ、市民
参加型を目指す。

願掛け花火など市民参加を更に活
発化させ、コスト面においても効
率的な花火大会を開催を目指しま
す。

願掛け花火など市民参加を更に活
発化させ、コスト面においても効
率的な花火大会の開催を目指しま
す。また、開催による経済的効果
アップは、花火大会の性質や打ち
上げ場所を考えると難しい面があ
りますが、努力する必要がありま
す。

：予定どおり ：予定どおり

：おおむね成果があがった ：おおむね成果があがった ：成果があがった

財
源
内
訳

一般財源

国庫支出金
県支出金

起債
その他　特財

8,500
8,500
100.00

事業費　(A)
執行率　(%)

職員　(人) 1.26

事業内容

花火大会の開催花火大会の開催花火大会の開催

0

19,289

1.25
0.00

10,489
0.00

10,489
18,989

0
0

8,800
8,800
100.00

0.00

0
0

0
0
0

0

8,500
8,500
96.59
1.25

0

平成２１年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成１９年度
決算額



頁

１．事業の位置付け

経済部　農水産課
○ ハード ● ソフト

【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
■ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
■ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

必要性

イベントを実施することで市民への漁業や海に対する理解
が深まり、親しまれる漁業の推進や漁港施設の利用促進
に寄与しているため必要性は高いです。

●
○

有効性

子供環境教室や相模湾海遊体験など漁業や海に対する
理解・関心を高める上で有効です。 ●

○

事

業

分

析

項目 分析の視点 先の視点に関する分析・課題の抽出 総合評価

妥当性

体験乗船などのイベントは漁業者が主体的に行っており、
妥当性は高いです。 ●

○
○

効率性

平塚市漁業協同組合が専門性を生かし、効率的・効果的
に実施していて、行政は支援する体制をとっているため効
率性は高いです。

●
○
○

実績

目標

成果指標②

指標名 単位

説明・算定式

平成19年度 平成20年度 平成21年度

説明・算定式 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度成果指標①

指標名 都市漁村交流イベント参加者数 単位 人

目標 200 200 250
実績 200 400 120

実績

単位

説明・算定式

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標

実績 5 9 3

説明・算定式 －

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標 5 5 6

目的・目標 事業の概要
漁港施設の利用促進及び海洋レクリエーションが充実し、
市民への漁業や海に対する理解が深まるとともに、市民か
ら親しまれる漁業が推進され、漁業の活性化が図られてい
ます。

市民への漁業や海に関わる機会を拡大するため、各種海洋
レクリエーションイベントを開催し支援していきます。

委託、協働

活動指標①

指標名 都市漁村交流イベント開催回数 単位 回

対象・受益者 市民 事業期間

総合計画の
位置付け

'04 基本目標４　　活力とにぎわいに満ちたまち
'02 ②〈熟　成〉　市民の豊かな暮らしに貢献できる産業として成熟させる
'02 2 まちのにぎわいづくりに結びつく産業を展開する

事業種類

根拠法令等

事務事業名 都市漁村交流支援事業
事業担当

平塚市総合計画　第１次実施計画期間における実施計画事業の取り組み状況まとめ 3

活動指標②

指標名



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ① ③

Ａ Ａ Ｃ
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開

今後に向けた
課題

海業の推進により、漁業の活性化
が活発となるよう利用者・参加者
の増加を呼びかけてより理解度が
向上するよう働きかけを行う。

市民の漁業や海に対する理解を一
層深めるために、交流事業の実施
機会の拡充や参加者の増大を図る
ことが課題です。

市民の漁業や海に対する理解を一
層深めるために、交流事業の実施
機会の拡充、費用および参加者の
増大を図ることが課題です。ま
た、気象・海象に左右される事業
であるため、その際の代替えを用
意することも必要になってきま
す。

主な取組と成果

小学生による体験乗船や子供環境
教室等を実施し、親しまれる漁業
の推進や遊漁業の活性化を図るこ
とができた。

小学生による体験乗船や子供環境
教室等を実施し、漁港施設の利用
促進や海洋レクリエーションの活
発化に取り組むことができまし
た。

小学生による体験乗船や子供環境
教室等を実施し、漁港施設の利用
促進や海洋レクリエーションの活
発化に取り組むことができまし
た。しかし、体験乗船は費用が掛
かることと気象・海象に左右され
るため、中止になった企画もあり
ます。

検証結果 ：成果があがった ：成果があがった ：十分に成果をあげることができなかった

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

進
捗
状
況

：予定どおり ：予定どおり ：遅れている

遅れている
理由

－ － イベント実施主体の開催回数削
減と悪天候によるものです。

フルコスト　(A+B) 3,105 3,105 3,092
人件費　(B) 3,105 3,105 3,092

内
訳

職員　(人) 0.37 0.37 0.37
再任用　(人) 0.00 0.00 0.00

執行率　(%) 0.00 0.00 0.00
事業費　(A) 0 0 0

その他　特財 0 0 0
0

県支出金 0 0 0財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

起債 0 0 0

一般財源 0 0

事業内容

都市漁村交流事業への支援 都市漁村交流事業への支援 都市漁村交流事業への支援

4

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額



頁

１．事業の位置付け

まちづくり事業部　みどり公園・水辺課
● ハード ○ ソフト

～ 年
【委託： 3セク・財団 企業 ＮＰＯ その他　】 【協働： 】

２．事業の検証

■ 市民ニーズ
□ 事業目的の達成状況 高
□ 市の関与の必要性 低
□ その他
□ 上位施策への貢献
■ 市民満足度を高める方策 高
□ 継続による成果向上の可能性 低
□ その他
■ 事業の目的、対象、内容
□ 受益者負担、補助額 高
□ 業務の執行体制（人員配置、業務分担） 中
□ その他 低
□ 業務プロセス改善による効率化の方策
□ コスト削減の可能性 高
□ 事業手法（民活の余地、事業形態の検討） 中
■ その他 低

平塚市総合計画　第１次実施計画期間における実施計画事業の取り組み状況まとめ 5

○

有効性

利用者の利便向上を目的とし、新港駐車場とのネットワー
クが構築され、ビーチパークの利用促進が図られるほか、
散策路の整備により誰でもさんぽやジョギングが楽しめる
ようになるなど、有効性は高いと思われます。

○

妥当性

「ひらつかの海」の、観光資源としての魅力を高める必要
があります。

○

●

●

成果指標②

単位

説明・算定式

実績

目標

平成19年度

平成19年度 平成20年度

成果指標①

イベント等による、年間来場者数 単位 人

説明・算定式 －

実績 377000 414000 423840

説明・算定式 全体の延長　636ｍ

実績 30 610 －

活動指標②

単位

説明・算定式

実績

目標

事務事業名 ひらつか海岸利用推進事業
事業担当
事業種類

総合計画の
位置付け

'02

事業の概要
市民が年間を通して、楽しみ、憩える海岸として利用され
ています。

湘南ひらつかビーチパークを拠点に、ビーチスポーツやレ
クリエーション、環境学習など年間を通して楽しめる新し
い海岸利用を推進します。

活動指標①

さんぽ道の延長 単位

総合評価

必要性

市民アンケートによると、ひらつかの自然の中で最も海に
魅力を感じるという結果が出ているところであり、市民ニー
ズは高いものがありますが、利用者の利便向上が不可欠
であり、事業の必要性は高いと思われます。

○
●

○
●

事

業

分

析

効率性

海岸管理者である神奈川県と役割分担を進め、より効率
の良い事業進捗を図る必要があります。

○

項目 分析の視点 先の視点に関する分析・課題の抽出

平成20年度 平成21年度

指標名

指標名

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標 390000 400000 460000

平成21年度

指標名

指標名

平成19年度 平成20年度 平成21年度
目標 30 610 －　

ｍ

対象・受益者 市民、海浜利用者 事業期間 2009
委託、協働

目的・目標

根拠法令等

'04
②〈熟　成〉　市民の豊かな暮らしに貢献できる産業として成熟させる'02
2 まちのにぎわいづくりに結びつく産業を展開する

基本目標４　　活力とにぎわいに満ちたまち



頁
３．年度別事業内容・決算額 （単位：千円）

４．事業展開の経緯

① ① ①

Ａ Ａ Ａ

今後に向けた
課題

イベント数、来場者数の増加はあ
るが、PRを積極的に発信し広報活
動に力を注ぎたい。また、誰もが
参加しやすいイベント内容と成る
よう指定管理者に働きかけて行き
たい。浜辺のさんぽ道について
は、維持管理費用の増加が見込ま
れるため、管理費用を抑える整備
を進める必要がある。

イベント数、来場者数は増加して
いますが、積極的なＰＲ発信によ
る広報活動に力を注ぎます。ま
た、誰もが参加しやすいイベント
内容となるよう、指定管理者に働
きかけて行きます。ビーチスポー
ツコートの拡大や観客席設置など
維持管理費用の増加が見込まれる
ため、管理費用を抑える整備を進
める必要があります。

－

主な取組と成果

市民ニーズの高まりからイベント
数が増加したため、来場者は増加
した。

市民ニーズの高まりからイベント
数が増加したため、来場者は増加
しました。また、さんぽ道の施工
が完了しました。（延長：636
メートル）

来場者数は目標値に届かなかった
ものの、前年より増加しました。
また、利用者のニーズの増大に対
応するため、スポーツコート拡大
工事や観覧席の設置に取り組みま
した。

：成果があがった ：成果があがった ：成果があがった

平成19年度事業分 平成20年度事業分 平成21年度事業分

内
訳 再任用　(人)

フルコスト　(A+B) 6,559 60,132 43,349
人件費　(B) 4,616 4,616 5,850

0.00 0.00 0.00

6

平成１９年度
決算額

平成２０年度
決算額

平成２１年度
決算額

遅れている
理由

－ － －

37,499

検証結果
平成21年度への展開 平成22年度への展開 平成23年度への展開

進
捗
状
況

：予定どおり ：予定どおり ：予定どおり

国庫支出金 0 0

7.15 78.45 76.27
職員　(人) 0.55 0.55 0.70

執行率　(%)
事業費　(A) 1,943 55,516

事業内容

浜辺のさんぽ道の整備 浜辺のさんぽ道の整備 ビーチスポーツエリアの拡大

1,943 55,516 37,499

財
源
内
訳

一般財源

起債
県支出金 0 0 0

その他　特財 0 0 0

0

0 0 0


